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はじめに
　土井ヶ浜遺跡の 19次に亘る発掘調査報告書を 2014 年に刊行したが、その際に風習的抜歯につい

ても記載した。しかし、時間の制約があって、報告書では基礎資料を提示するにとどめざるを得なかっ

た。土井ヶ浜弥生人骨の多数に抜歯が認められ、その型式も多様であることが判明したが、今後の抜

歯研究を進めていくために抜歯型式について整理しておくことにした。本稿では土井ヶ浜弥生人の抜

歯型式を整理するにとどめ、他の弥生人の抜歯型式との検討は別の機会に詳述したい。

　抜歯が認められたのは 102 例 ( 男 43、女 57、性別不明 2) である。抜歯が存在しないものが 28

例 ( 男 19、女 8、小児 1) 存在する。従って 130 例中 102 例に抜歯がみられることになり、施行率

は 78.5％となり、抜歯の施行率はかなり高い。また、女性の方が男性よりもわずかに多い。

　なお、抜歯が認められない個体が 28例 ( 男 19、女 8、小児 1) 存在するが、無抜歯は男性の方が多い。

　抜歯研究では、本来、上顎と下顎の歯槽部がともに残存し、歯槽の状態を確認することが可能なこ

とが前提である。しかし、そのような理想的な残り方はほとんど望めない。従って、抜歯の痕跡が認

められれば、抜歯があったとして、確認できたところだけの抜歯型式を記載することになる。このよ

うな制限を前提として、土井ヶ浜弥生人の抜歯型式の概要をとらえてみたい。

　抜歯型式を細かく分類すれば表 1のとおり 47型式になり、かなり多様であるが、抜去された歯種

に分けて分類すれば、おおよその全体像を把握することが可能である。

　抜歯時における優先順序を、①歯の種類（歯種の選択）、②上顎の歯か下顎の歯かの選択（上下の

選択）、③右か左かの選択（左右の選択）と考えたい。

１．抜歯の概要
（１）歯種の選択

　抜歯の対象になった歯の種類は、犬歯、側切歯、中切歯、小臼歯であるが、どの歯がもっとも抜去

されているのか検討してみた。102 例中、犬歯の抜去は 68例（男 29、女 39）にみられ、66.7％が

犬歯を抜去しており、犬歯を抜去する例がもっとも多い。側切歯抜去は 61例 ( 男 25、女 34、不明

2）(59.8％ ) にみられ、これもかなり多い。中切歯の抜去は 22例 ( 男 10、女 12)(21.6％ ) で、小臼

歯の抜歯は 2例 ( 女 2) しかなく、わずか 2.0％に過ぎない。

　犬歯のみの抜去例は 30例 ( 男 15、女 15)、側切歯のみの抜去が 21例 ( 男 8、女 11、性別不明 2)、

中切歯のみの抜去が5例 (男 2、女3)、小臼歯のみの抜去が1例 (女 )、犬歯と側切歯の抜去が27例 (男

10、女 17)、犬歯と中切歯の抜去が 4例 ( 男 1、女 3)、中切歯と側切歯の抜去が 7例 ( 男 4、女 3)、

犬歯と中切歯および側切歯を抜去するのが 6例 ( 男 3、女 3)、犬歯と小臼歯の抜去が 1例 ( 女 ) で、
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犬歯のみの抜去例が最も多く、次いで犬歯と側切歯の抜去、側切歯のみの抜去が多く、この３タイプ

は合計 78例 ( 男 33、女 43、不明 2) となり、全体の 76.5％を占めている ( 図 1)。

（２）上下の選択

　犬歯と側切歯は上顎でも下顎でも抜去されており、左右両側抜歯、片側抜歯ともに認められる。中

切歯は下顎抜去が 17例 ( 男 6、女 11)、上顎抜去 4例 ( 男 3、女 1)、両顎抜去 1例 ( 男 ) で、下顎を

抜去する方が多い。小臼歯抜去は 2例 (315、913) 存在するが、両者とも女性で下顎の第一小臼歯を

両側とも抜去している。

　また、犬歯は上顎犬歯の抜去が 53例 ( 男 28、女 25)、下顎犬歯の抜去が 8例 ( 男 1、女 7)、両顎

犬歯の抜去が 5例（女 5）で、犬歯は上顎を抜くのが圧倒的に多い。また、下顎の犬歯を抜くのは原

則として女性に限られているようである。

　側切歯は、上顎側切歯の抜去が 44例 ( 男 20、女 23、不明 1)、下顎側切歯抜去が 10例 ( 男 3、女 6、

不明 1)、両顎側切歯抜去は 5例 ( 男 1、女 4) で、上顎の抜去が多く、下顎の抜去は女性が多い。

（３）左右の選択

　犬歯抜歯のうち両側抜歯は 29例 ( 男 9、女 20)( 上顎 24、男 9、女 15)( 下顎 2、男 0、女 2)( 両顎

3、男 0、女 3) で、上顎抜去が多い。片側抜歯は 40例あるが、上顎右側抜去 21例 ( 男 15、女 6)、

上顎左側抜去 10例 ( 男 4、女 6)、下顎右側抜去 5例 ( 男 0、女 5)、下顎左側抜去 4例 ( 男 1、女 3) で、

やはり上顎が多い。男性では上顎右側の抜去が多い。

　側切歯のうち両側抜去は 30例 ( 男 9、女 21)( 上顎 24、男 7、女 17)( 下顎 4、男 1、女 3)( 両顎 2、

男 1、女 1)、片側抜歯は 29例あるが、上顎右側抜去 14例 ( 男 11、女 3)、上顎左側抜去 5例 ( 男 2、

女 2、不明 1)、下顎右側抜去 6例 ( 男 1、女 4、不明 1)、下顎左側抜去 4例 ( 男 1、女 3) で、片側

抜去では上顎右側が多い。

　中切歯のうち両側抜去は 8例 ( 男 2、女 6) あり、8例とも下顎の抜去である。片側抜去は 12例あ

るが、上顎右側抜去 3例 ( 男 2、女 1)、上顎左側抜去 1例 ( 男 1、女 0)、下顎右側抜去 5例 ( 男 2、

女 3)、下顎左側抜去 2例 ( 男 1、女 1)、その他に上顎左側と下顎右側を抜去したものが 1例 ( 男 ) 存

在し、中切歯の場合も右側の方が左側よりも多い傾向がみえる。

（４）単一歯種抜歯と複数歯種抜歯

　土井ヶ浜弥生人の抜歯には、単一歯種抜歯と複数歯種抜歯とがみられる。前者は犬歯、中切歯、側

切歯、小臼歯の各歯種にみられる。後者では２種類の歯の抜去と３種類の歯の抜去がみられる。２種

類の歯の抜去では、犬歯と中切歯、犬歯と側切歯、中切歯と側切歯、犬歯と小臼歯の４タイプがみら

れる。３種類の歯の抜去では、犬歯、中切歯、側切歯が抜去されている。

　単一歯種抜歯をみると、犬歯のみの抜去は 30 例 (29.4％ )( 男 15、女 15)、側切歯のみの抜去は

21 例 (20.6％ )( 男 8、女 11、不明 2)、中切歯のみの抜去は 5例 (4.9％ )( 男 2、女 3)、小臼歯のみ

の抜去は 1例 (1.0％ )( 女 ) で、合計 57 例 ( 男 25、女 30、不明 2) となり、単一歯種抜歯が全体の

55.9％を占める。複数歯種抜歯では、2種類の歯を抜去する例は 39例 (38.2％ )( 男 15、女 24) で、

3種類の歯を抜去する例は 6例 (5.9％ )( 男 3、女 3) しかなく、単一歯種抜歯と２種類歯種抜去で抜

歯例の 94.1％を占めていることになるが、3種類の歯を抜去する型式もみられるというのも土井ヶ
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浜弥生人の抜歯の特徴でもある。

　犬歯のみの抜去は 30 例 (29.4％ )( 男 15、女 15)、側切歯のみの抜去は 21 例 (20.6％ )( 男 8、女

11、不明 2)、犬歯と側切歯の両方を抜去しているのは 27 例 (26.5％ )( 男 10、女 17) であるから、

この３形式は合計 78例となり、全体の 76.5％を占めており、土井ヶ浜弥生人の抜歯型式は、犬歯と

側切歯を単独または両者とも抜去する型式が主流であるといえる。犬歯と側切歯以外の抜去例は、中

切歯のみが 5例 ( 男 2、女 3)、小臼歯のみは 1例 ( 女 ) である。その他に犬歯と中切歯を抜去してる

のが 4例 ( 男 1、女 3) 存在する。

　次に犬歯はどの歯と一緒に抜去されているかをみてみると、前述しているとおり、犬歯と側切歯の

抜去が 27例ともっとも多く、犬歯と中切歯の抜去が 4例で、犬歯と中切歯・側切歯の抜去が 6例 ( 男

3、女 3) 存在する。

　側切歯は、犬歯と一緒に抜去される以外に、中切歯との抜去が 7例 ( 男 4、女 3) 存在し、犬歯と

中切歯も同時に抜去する例が 6例 ( 男 3、女 3) ある。

　小臼歯は、４本の犬歯と一緒に抜去されている例が 1例 ( 女 ) 存在する。

　以上のことを踏まえて、抜去された歯種で、大分類し、切歯については中分類を設け、小分類では

上顎と下顎とに分け、細分類で左右を分けた ( 表 1)。

２．抜歯型式
　土井ヶ浜弥生人の抜歯型式は、単一歯種の抜去と複数歯種の抜去に大別することができる。単一歯

種の抜去は犬歯、中切歯、側切歯、第一小臼歯である。

　１）単一歯種の抜歯

（１）犬歯のみの抜歯

　犬歯のみを抜去する型式を「Ｃ」型とする。

　１Ｃ／　：上顎の犬歯のみを片側だけ抜去するタイプ。

　２Ｃ／　：上顎犬歯を両側とも抜去するタイプ。

　　／１Ｃ：下顎の犬歯のみを片側だけ抜去するタイプ。

　　／２Ｃ：下顎犬歯を両側とも抜去するタイプ。

（２）中切歯のみの抜歯

　中切歯のみを抜去する型式を「Ｉ 1」型とする。

　１Ｉ 1／　：上顎の中切歯のみを片側だけ抜去するタイプ。

　　／１Ｉ 1：下顎の中切歯のみを片側だけ抜去するタイプ

　　／２Ｉ 1：下顎中切歯を両側とも抜去するタイプ。

（３）側切歯のみの抜歯

　側切歯のみを抜去する型式を「Ｉ 2」型とする。

　１Ｉ 2／　：上顎の側切歯のみを片側だけ抜去するタイプ。
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　２Ｉ 2／　：上顎側切歯を両側とも抜去するタイプ

　　／１Ｉ 2：下顎の側切歯のみを片側だけ抜去するタイプ

　２Ｉ 2／２Ｉ 2：上顎と下顎の側切歯を両側とも抜去するタイプ。

（４）小臼歯のみの抜歯

　小臼歯のみを抜去する型式を「Ｐ」型とする。

／２Ｐ 1：下顎の第一小臼歯を両側抜去するタイプ。

　２）複数歯種の抜歯

（１）犬歯と中切歯の抜歯

　犬歯と中切歯を抜去する型式を「Ｃ・Ｉ 1」型とする。このタイプは上顎犬歯もしくは下顎犬歯と

下顎の中切歯を抜去するタイプしかない。上顎の中切歯は抜去しない。

　２Ｃ／１Ｉ 1：上顎両側犬歯と下顎中切歯を片側抜去するタイプ

　１Ｃ／２Ｉ 1：上顎犬歯の片側抜歯と下顎中切歯を両側とも抜去するタイプ

　２Ｃ／１Ｃ・１Ｉ 1：上顎両側犬歯と下顎中切歯・下顎切歯を片側抜去するタイプ。

（２）犬歯と側切歯の抜歯

　犬歯と側切歯を抜去する型式を「Ｃ・Ｉ 2」型とする。

　１Ｃ・１Ｉ 2／：上顎の犬歯と側切歯を片側抜去するタイプ。

　２Ｃ・１Ｉ 2／：上顎の両側犬歯と側切歯を片側抜去するタイプ

　１Ｃ・２Ｉ 2／：上顎の片側犬歯と側切歯を両側抜去するタイプ。

　２Ｃ・１Ｉ 2／２Ｃ・１Ｉ 2：上顎の両側犬歯と側切歯および下顎の両側犬歯と側切歯を抜去する

　　　　　　　　　　　　　　　タイプ。

　／１Ｉ 2・１Ｃ：下顎の犬歯と側切歯を片側抜去するタイプ。

　１Ｃ／１Ｉ 2：上顎犬歯と下顎側切歯をそれぞれ片側抜去するタイプ

　２Ｃ・２Ｉ 2／：上顎の犬歯と側切歯を両側抜去するタイプ

　２Ｉ 2／１Ｃ：上顎側切歯の両側と下顎犬歯を片側抜去するタイプ。

　２Ｃ・２Ｉ 2／２Ｃ：上顎の側切歯と犬歯を両側抜去し、下顎犬歯を両側抜去するタイプ

　１Ｃ・２Ｉ 2／１Ｉ 2：上顎の両側側切歯、片側犬歯と下顎側切歯を片側抜去するタイプ。

　

（３）中切歯と側切歯の抜歯

　中切歯と側切歯を抜去する型式を「Ｉ 1・Ｉ 2」型とする。

　／２Ｉ 1・２Ｉ 2：下顎の中切歯と側切歯を両側抜去するタイプ

　１Ｉ 1２Ｉ 2／：上顎の中切歯の片側抜去と側切歯の両側抜去するタイプ

　／１Ｉ 1・１Ｉ 2：下顎の中切歯と側切歯をそれぞれ片側抜去するタイプ

　２Ｉ 2／２Ｉ 1：上顎の側切歯と下顎の中切歯をそれぞれ両側抜去するタイプ
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　１Ｉ 2／１Ｉ 1：上顎側切歯と下顎中切歯をそれぞれ片側抜去するタイプ。

（４）中切歯、側切歯と犬歯の抜歯

　中切歯・側切歯・犬歯を抜去する型式を「Ｃ・Ｉ 1・Ｉ 2」型とする。

　２Ｃ・２Ｉ 2／２Ｃ・１Ｉ 2・１Ｉ 1：上顎の犬歯と側切歯の両側抜去と下顎の両側犬歯、中切歯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と側切歯を片側抜去するタイプ

　２Ｃ・１Ｉ 2・１Ｉ 1／：上顎の両側犬歯と側切歯、中切歯を片側抜去するタイプ

　１Ｃ・１Ｉ 1／１Ｉ 2・１Ｉ 1：上顎犬歯と中切歯を片側抜去し、下顎の中切歯と側切歯を片側抜	

　　　　　　　　　　　　　　　	去するタイプ。

　１Ｃ・１Ｉ 2・１Ｉ 1／：上顎の犬歯、側切歯、中切歯をそれぞれ片側抜去するタイプ。

　／２Ｃ・２Ｉ 2・２Ｉ 1：下顎の犬歯、側切歯、中切歯をそれぞれ両側抜去するタイプ。

　／１Ｃ・１Ｉ 2・１Ｉ 1：下顎の犬歯、側切歯、中切歯をそれぞれ片側抜去するタイプ

（５）犬歯と小臼歯の抜歯

　犬歯と小臼歯を抜去する型式を「Ｃ・Ｐ」型とする。

　２Ｃ／２Ｃ・２Ｐ 1：上顎の両側犬歯と下顎の犬歯・第一小臼歯を両側抜去するタイプ。

３．各型式の特徴
（１）Ｃ型抜歯

　犬歯のみを抜くＣ型抜歯でもっとも多いのは、上顎犬歯を抜去するもので、犬歯抜去 30例中 25

例存在し、そのうち上顎の両側抜去は 11例 ( 男 4、女 7) で、下顎抜去よりも多い。下顎犬歯の抜去

例は 5例に過ぎない。上顎の片側抜去は 14例 ( 男 10、女 4) で、男性が女性よりも多く、しかも右

側を抜くものの方が多い。

（２）I 型抜歯

　中切歯のみを抜去する I1 型は 5例 ( 男 2、女 3) であるが、下顎の中切歯を抜去する方が上顎より

も多く、片側抜歯が両側抜歯よりもわずかに多い。側切歯のみを抜歯する I2 型は 21 例 ( 男 8、女

11、不明 2) 存在するが、上顎を抜去する方が下顎よりも多く、両側抜歯は 14例、片側抜歯は 7例で、

両側抜歯の方が多い。

（３）Ｐ型抜歯

　小臼歯のみを抜去するのはわずか１例 ( 女 ) のみである。

（４）Ｃ I 型抜歯

　Ｃ I 型のうち犬歯と中切歯を抜去する「Ｃ I1 型」はわずか 4例 ( 男 1、女 3) に過ぎないが、4例

ともかならず上顎の犬歯を抜き、かつ下顎の中切歯を抜いており、上顎の中切歯を抜くことはない。

　Ｃ I 型のうち犬歯と側切歯を抜去する「Ｃ I2 型」は 27例であるが、上顎を抜くものが 20例 ( 男

10、女 10) で、下顎を抜くもの ( 女 2) と両顎抜くもの ( 女 5) よりも多い。

（５）I1・I2 型抜歯



6

　中切歯と側切歯を抜く型式で、7例存在する。上顎抜歯が 1例 ( 男 )、下顎抜歯が 4例 ( 男 2、女 2)、

両顎抜歯が 2例 ( 男 1、女 1) 存在する。両側抜歯は 5例 ( 男 2、女 3) である。

（６）Ｃ・I1・I2 型抜歯

　３種類の歯を抜去する型式である。上顎抜歯が 2例 ( 男 2) で、下顎抜歯は 2例 ( 女 2) で、両顎抜

歯が 2例 ( 男 1、女 1) ある。

（７）Ｃ・Ｐ型抜歯

　犬歯と小臼歯を抜去する型式で、1例 ( 女 ) しかない。この 1例は４本の犬歯と下顎の両側小臼歯

を抜去している。この人骨 ( 人骨番号：315) は、石囲墓 (4 号石囲墓 ) から、アマゾナイト製小玉 1個、

碧玉製管玉 1個、貝珠 170 点を伴って出土した人骨である。

　なお、4本の犬歯を抜去している例は、315 人骨を含めて 3例 (4,107,315) しかないが、3例とも

女性であること、4と 315 は石囲墓で、107 は四隅配石墓である点にも注意しておきたい。

４．遺構 ( 墓 ) 形態と抜歯型式
　遺構の形態と抜歯型式に規則性があるか、検討してみた ( 表 2)。箱式石棺墓から出土した 12体の

うち抜歯を確認できたのはわずか 3体 ( 男 2、女 1) であるが、3体に共通しているのは中切歯を抜

去していることである。石囲墓から出土した 6体の内、抜歯は 3例 ( 女 3) 確認できた。いずれも犬

歯を抜去しているが、2体は犬歯を 4本とも抜去している。配石墓では 12体 ( 男 6、女 6) に抜歯を

確認した。1例を除く11例はすべて上顎抜歯である。また12体のうち四隅配石墓出土の4体 (男 3、

女 1) は同型式の抜歯で、上顎の犬歯と側切歯を両側とも抜去する型式であることは興味深い。

要　約
	1．	130 例中 102 例 ( 男 43、女 57、性別不明 2) に抜歯がみられ、抜歯施行率は 78.5％となり、施

行率はかなり高い。また、女性の方が男性よりもわずかに多い。抜歯していない個体が 28例 ( 男

　19、女 8、小児 1) 存在し、男性の方が多い。

	2．	抜歯の対象になった歯の種類は、犬歯、側切歯、中切歯、第一小臼歯であるが、最も多いのは犬

歯抜去で (68例、男29、女39)(66.7％ )、次いで側切歯の抜去 (61例、男25、女34、不明2）(59.8％ )

である。中切歯の抜去は少なく(22例、男10、女12)(21.6％ )、小臼歯の抜歯は2例 (女2)しかなく、

わずか 2.0％に過ぎない。

	3．	最も多いのは犬歯のみの抜去 (30 例、男 15、女 15)(29.4％ ) で、次いで犬歯と側切歯の抜去 (27

例、男 10、女 17)(26.5％ )、側切歯のみの抜去 (21 例、男 8、女 11、性別不明 2)(20.6％ ) が多

く、この３タイプが全体の 76.5％を占めている (78 例、男 33、女 43、不明 2)。

	4．	その他に、中切歯のみの抜去が 5例 ( 男 2、女 3)、小臼歯のみの抜去が 1例 ( 女 )、犬歯と中切

歯の抜去が 4例 ( 男 1、女 3)、中切歯と側切歯の抜去が 7例 ( 男 4、女 3)、犬歯と中切歯および

側切歯を抜去するのが 6例 ( 男 3、女 3)、犬歯と小臼歯の抜去が 1例 ( 女 ) 存在する。

	5．	犬歯は上顎犬歯の抜去が 53例 ( 男 28、女 25)、下顎犬歯の抜去が 8例 ( 男 1、女 7)、両顎犬歯

の抜去が 5例（女 5）で、犬歯は上顎を抜くのが圧倒的に多い。下顎の犬歯を抜くのは原則とし
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て女性に限られているようである。

	6．	側切歯は、上顎切歯の抜去が 44例 ( 男 20、女 23、不明 1)、下顎側切歯抜去が 10例 ( 男 3、女 6、

不明 1)、両顎側切歯抜去は 5例 ( 男 1、女 4) で、上顎の抜去が多く、下顎の抜去は女性が多い。

	7．	中切歯は下顎抜去が 17 例 ( 男 6、女 11)、上顎抜去 4例 ( 男 3、女 1)、両顎抜去 1例 ( 男 ) で、

下顎を抜去する方が多い。小臼歯抜去が 2例 (315、913) 存在するが、両者とも女性で下顎の第

一小臼歯を両側とも抜去している。

	8．	犬歯と側切歯は上顎を抜去する方が下顎の抜去よりも多いが、中切歯は下顎抜去の方が多く、小

臼歯は下顎の抜去のみである。

	9．	犬歯の上顎片側抜去では、右側の方が左側よりも優位である。側切歯の上顎抜去でも右側の方が

左側よりも多い。中切歯のうち両側抜去は 8例 ( 男 2、女 6) あるが、8例とも下顎の抜去である。

10．	単一歯種抜歯と複数歯種抜歯とがみられ、前者は 57例 ( 男 25、女 30、不明 2)(55.9％ )、後者

は 45 例 ( 男 18、女 27)(44.1％ ) で、前者が後者より多い。また、2種類の歯を抜去する例は

39例 ( 男 15、女 24)(38.2％ ) で、3種類の歯を抜去する例は、6例 ( 男 3、女 3)(5.9％ ) しかな

く、単一歯種抜歯と 2種類歯種抜去で抜歯例の 94.1％を占めている。しかし、3種類の歯を抜

去　する型式もみられるというのも土井ヶ浜弥生人の抜歯の特徴でもある。

11．	単一歯種抜歯で最も多いのは、犬歯のみの抜去 (30 例、29.4％ )( 男 15、女 15 例 ) である。次

いで側切歯のみの抜去 (21 例、20.6％ )( 男 8、女 11、不明 2) で、中切歯のみの抜去は 5例 (4.9％ )

( 男 2、女 3)、小臼歯のみの抜去は 1例 (1.0％ )( 女 ) しかない。

12．	複数歯種抜歯で最も多いのは、犬歯・側切歯の抜去 (27 例、男 10、女 17) である。側切歯・中

切歯の抜去 (7 例、男 4、女 3)、犬歯・中切歯・側切歯の抜去 (6 例、男 3、女 3)、犬歯・中切歯

の抜去 (4 例、男 1、女 3) は少なく、犬歯・小臼歯の抜去はわずか 1例 ( 女 ) にすぎない。

13．	石棺墓出土人骨は中切歯を抜去しており、石囲墓出土人骨には犬歯を 4本とも抜去する例がみ

られる。また、四隅配石墓人骨のうち 4例が上顎の犬歯と側切歯を両側とも抜去する型式であっ

た。

14．	土井ヶ浜弥生人の抜歯型式は、多様であるが、犬歯、側切歯の単一歯種の抜去と両者を共に抜去

する型式が基本であり、その他に中切歯の抜去が加わって、結果として多様な型式が存在する。

今後、土井ヶ浜弥生人に見られる抜歯型式を基にして、周辺地域の抜歯例との検討をおこなって

みたい。

≪参考文献≫
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＊＊＊	Kanae　AYA
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大
分
類

中
分
類

小
分
類

性
別

人
骨
番
号

体
数

C
型

１
C
／

C
男

1
6
,1

3
2
,2

0
9
,2

2
2
,2

3
3
,2

4
0
,1

1
1
2
-
S
K
1
0
,1

1
1
2
-
S
K
1
2

8

女
1
1
,3

1
0
,9

0
1

3

C
男

2
0
2
,2

2
6

2

女
1
0
9
-
S
K
1

1

２
C
／

C
C

男
9
0
7
,1

1
2
-
S
K
7
,1

1
1
2
-
S
K
8
,1

4
0
6

4

女
1
0
9
,1

3
4
,2

3
5
,2

4
2
-
1
,4

0
3
,1

1
1
2
-
S
K
1
3
,1

6
0
4

7

／
１
C

C
女

1
2
2
-
M

A
4

1

Ｃ
男

1
1
1
2
-
N

A
8

1

女
2
1
1
,1

1
0
2

2

／
２
C

C
Ｃ

女
3
0
7

1

小
計

3
0

I型
I１
型

1
I １
／

I 1
女

S
3
5
-
S
K
1

1

／
1
I １

I 1
女

1
1
0
a,

1
1
2

2

／
2
I １

I 1
I 1

男
2
5
0
,1

1
0
8
C

2

小
計

5

I２
型

１
I ２
／

Ｉ 2
男

2
0
5
,1

2
4
,1

1
2
2

3

Ｉ 2
不
明

1
1
6

1

2
I ２
／

Ｉ 2
Ｉ 2

男
8
0
8
,1

0
0
3
,1

0
0
1
A

3

女
1
1
9
,2

5
2
,4

1
0
,4

2
2
,8

0
9
,1

0
0
4
A

,1
1
1
0
,1

1
1
2
-
S
K
2
0

8

／
１
I ２

Ｉ 2
女

1
2
5
a

1

不
明

1
2
2
-
M

A
6

1

Ｉ 2
男

1
1
7

1

2
I ２
／
２
I ２

Ｉ 2
Ｉ 2

男
1
4
0
5

1

Ｉ 2
Ｉ 2

女
1
,2

5
4

2

小
計

2
1

P
型

／
2
P

1
P

1
P

1
女

9
1
3

1

Ｃ
Ｉ型

Ｃ
Ｉ1
型

2
C
／

1
I 1

C
C

男
1
1
1

1

I 1

1
C
／

2
I 1

C
女

2
1
3

1

I 1
I 1

C
女

1
6
0
1

1

I 1
I 1

2
C
／

1
C
・
1
I 1

C
C

女
2
4
1

1

C
I 1

小
計

4

細
分
類

大
分
類

中
分
類

小
分
類

性
別

人
骨
番
号

体
数

Ｃ
Ｉ2
型

1
C
・
１
I ２
／

Ｉ 2
C

女
S
2
7
-
3

1

C
Ｉ 2

男
1
2
3
,2

4
7
,1

1
1
2
-
S
K
5
,1

1
1
6

4

女
2
5
5

1

C
Ｉ 2

男
2
1
5
,1

1
1
8

2

Ｉ 2
C

男
S
3
5
-
S
K
2

1

2
C
・
１
I ２
／

C
Ｉ 2

C
女

6
,8

2

C
Ｉ 2

C
女

1
3
1
,1

1
0
8
B

2

1
C
・
2
I ２
／

C
Ｉ 2

Ｉ 2
女

1
1
0

1

Ｉ 2
C
Ｉ 2

女
3
1
2

1

2
C
・
１
I ２
／
2
C
・
１
I ２

C
Ｉ 2

C
女

4
1

C
Ｉ 2

C

／
１
I ２
・
1
C

Ｉ 2
C

女
5
,S

3
5
-
M

A
3

2

1
C
／
1
I 2

C
女

1
0
4

1

Ｉ 2

2
C
・
2
I ２
／

C
Ｉ 2

Ｉ 2
C

男
7
0
1
,1

1
0
5
,1

1
1
1
,

3

女
2
4
4
,1

1
1
2
-
S
K
2

2

2
I ２
／
1
C

Ｉ 2
Ｉ 2

女
1
0
0
1
B

1

C

2
C
・
2
I ２
／
2
C

C
Ｉ 2

Ｉ 2
C

女
1
0
0
2
A

1

C

1
C
・
2
I ２
／
1
I 2

C
Ｉ 2

Ｉ 2
女

1
1
1
2
-
S
K
2
1

1

Ｉ 2

小
計

2
7

I１
・
I2
型

／
2
I 1
・
2
I ２

Ｉ 2
I 1

I 1
Ｉ 2

男
1
1
1
2
-
M

A
5

1

女
1
2
7
,9

1
4

2

1
I １
・
2
I 2
／

Ｉ 2
I 1
Ｉ 2

男
1
3
8

1

／
1
I 1
・
1
I 2

I 1
Ｉ 2

男
3
1
4

1

2
I ２
／
2
I 1

Ｉ 2
Ｉ 2

女
1
1
1
9

1

I 1
I 1

1
I ２
／
1
I 1

Ｉ 2
男

2
1
2

1

I 1

小
計

7

C
・
I1
・
I2
型

2
C
・
2
I 1
／
2
C
・
1
I 2
・
1
I 1

C
Ｉ 2

Ｉ 2
C

女
1
0
7

1

C
I 1
Ｉ 2

C

細
分
類

表
1　

土
井

ヶ
浜

弥
生

人
の

抜
歯

型
式

（
凡

例
：

上
顎

/下
顎

）
表

1　
土

井
ヶ

浜
弥

生
人

の
抜

歯
型

式
（

凡
例

：
上

顎
/下

顎
）
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大
分
類

中
分
類

小
分
類

性
別

人
骨
番
号

体
数

2
C
・
1
I 2
・
1
I 1
／

C
Ｉ 2

I 1
C

男
2
1
6

1

1
C
・
1
I 1
／
1
I 1
・
1
I 2

Ｉ 1
C

男
3
0
8

1

I 2
I 1

1
C
・
1
I 2
・
1
I 1
／

C
Ｉ 2

I 1
男

9
1
2

1

／
2
C
・
2
I 1
・
2
I 2

C
Ｉ 2

I 1
I 1
Ｉ 2

C
女

2
4
3

1

／
1
C
・
2
I 1
・
2
I 2

C
Ｉ 2

I 1
女

4
2
1

1

小
計

6

C
・
P
型

2
C
／
2
C
・
2
P

1
C

C
女

3
1
5

1

P
1
C

C
P

1

合
計

合
計

1
0
2

細
分
類

表
1　

土
井

ヶ
浜

弥
生

人
の

抜
歯

型
式

（
凡

例
：

上
顎

/下
顎

）
石

棺
墓

人
骨

人
骨

番
号

性
別

石
棺

番
号

抜
歯

の
有

無
供

伴
遺

物

2
男

１
号

箱
式

石
棺

墓
無

3
幼

児
１
号

箱
式

石
棺

墓

1
3
6
-
1

男
２
号

箱
式

石
棺

墓
無

1
3
6
-
2

男
２
号

箱
式

石
棺

墓
不

明
（
頭

蓋
無

）

1
3
7

女
２
号

箱
式

石
棺

墓
不

明

1
3
8

男
２
号

箱
式

石
棺

墓
Ｉ 2

I 1
Ｉ 2

1
3
9

男
２
号

箱
式

石
棺

墓
不

明

1
4
0

男
２
号

箱
式

石
棺

墓
無

2
5
0

男
３
号

箱
式

石
棺

墓
I 1

I 1

2
5
1

女
３
号

箱
式

石
棺

墓
不

明

4
2
1

女
４
号

箱
式

石
棺

墓
C
Ｉ 2
I 1

9
0
8

男
５
号

箱
式

石
棺

墓
不

明

石
囲

墓

人
骨

番
号

性
別

石
囲

墓
号

抜
歯

の
有

無
供

伴
遺

物

4
女

１
号

C
Ｉ 2

C

C
Ｉ 2
C

1
0
1

女
２
号

不
明

1
0
6

女
３
号

無

3
1
5

女
４
号

C
C

ア
マ
ゾ
ナ
イ
ト
小

玉
、
管

玉
、
貝

珠

P
1
C

C
P

1

9
0
1

女
５
号

C
貝

珠
３

9
0
2
A

男
６
号

不
明

ゴ
ウ
ホ
ウ
ラ
腕

輪
、
指

輪
２

配
石

墓

人
骨

番
号

性
別

配
石

の
形

態
抜

歯
の

有
無

供
伴

遺
物

1
0
7

女
四

隅
配

石
墓

C
Ｉ 2

Ｉ 2
C

C
I 1
Ｉ 2
C

1
3
1

女
二

隅
配

石
墓

C
Ｉ 2

C

2
0
5

男
四

隅
配

石
墓

Ｉ 2

2
3
8

女
四

隅
配

石
墓

不
明

2
4
4

女
四

隅
配

石
墓

C
Ｉ 2

Ｉ 2
C

2
4
7

男
四

隅
配

石
墓

C
Ｉ 2

3
1
0

女
四

隅
配

石
墓

C

3
1
2

女
四

隅
配

石
墓

Ｉ 2
C
Ｉ 2

抜
歯

型
式

抜
歯

型
式

抜
歯

型
式

表
2　

遺
構

形
態

と
抜

歯
型

式
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29
.4

%
 

26
.5

%
 

20
.6

%
 

6.
9%

 5.
9%

 

4.
9%

 
3.

9%
 

1.
0%

 
1.

0%
 

Ｃ
 

C+
I2

Ｉ
2 

I1
+I

2

Ｃ
+I

1+
I2

 

I1 C+
I1

P1 C+
P1

表
2　

遺
構

形
態

と
抜

歯
型

式

図
1　

抜
歯

型
式
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